
滋賀県長浜市大寺町１００３番地５　　TEL　0749-73-2144　　FAX　0749-73-2238

木之本地区雪寒基地　新築工事

機 械 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

特　　　記　　　事　　　項

使　用　機　材　製　造　者　指　定

種目 項　　目適用

種目 項　　目適用

項　目 特　　　記　　　事　　　項

項　目 特　　　記　　　事　　　項

空気清浄機

空冷ﾋーﾄﾎ゚ﾝﾌ゚ｴﾔｺﾝ13
　
空
気
調
和
設
備 中央監視

自動制御

供仕による。保温保冷

配管材料

ダイキン工業

三菱樹脂

ユニットバス

川本製作所

長府製作所

工事範囲及び説明14

　
床
　
暖
　
房
 設
 備

ミニハン空気調和機

隠蔽部・壁仕込み部にはGW20t24Kロール巻き金網仕上げとする。

屋外露出は、ｽﾃﾝﾚｽﾗｯｷﾝｸ゙

本工事は各機器・器具類からの排水工事をおこなう。

床暖房設備14

中国工業

保温付き被覆銅管

○

○

BOD( 20ppm)、SS(　　ppm)、N( 40ppm)、P(　5ppm)

ＪＩＳ( 104  )人槽、(   19.3 )ｍ3／day

日立化成工業東陶機器ＩＮＡＸ

ホクエイ伊藤工機 富士工器ガスバルク

富士工器

富士工器

屋外配管　　：硬質塩化ビニル管 VU

　　　　　　  排水用鋳鉄管 CIP

屋内配管：硬質塩化ビニル管 VP、耐火二層管　VU

その他

保温工事

曲がり部はできる限り大曲がりエルボを使用し、排水の流通を良くする。

既設埋設管より分岐延長し、雪寒基地の水栓柱まで埋設配管で給水する。

ホーコス

ダイキン工業

三菱電機

伊藤工機

伊藤工機

パーパスパロマノーリツ

長谷川鋳工所

　　　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PA

：硬質塩化ビニル管 HIVP･VP、ビニルライニング鋼管 VA

ライニング弁を使用する。

ライニング鋼管には管端防食継手(埋設部は外面樹脂被覆型)、管端防食型弁、

飲適試験を行う(　　　箇所)。

水圧試験を行い漏水のないようにする。

保温工事

水圧試験

水質試験

継手、弁等

単独式、合流式、　浴室排水は屋内分流屋外合流式

３
　
排
 
水
 
通
 
気
 設
 備

工事範囲及び説明

排水方式

配管材料

○

○

屋内配管

屋外配管
○

○

○

量水器

給水方式

配管材料

保温工事

負担金等

配管材料

給水ポンプ

揚水ポンプ

高置タンク

受水タンク

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

三菱電機

TOTO ＩＮＡＸ

前澤化成

前澤化成ダイドレ小島製作所

アロン化成

アロン化成

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ステンレス鋼管

ポリ粉体ライニング鋼管

塩化ビニル被覆鋼管

配管用炭素鋼鋼管

硬質塩化ビニル管

ビニルライニング鋼管

ガス用ポリエチレン管PE

水道用亜鉛メッキ鋼管

弁類

ﾌﾚｷｼﾌ゙ﾙｼ゙ｮｲﾝﾄ(SUS)

ﾌﾚｷｼﾌ゙ﾙｼ゙ｮｲﾝﾄ(ｺ゙ﾑ)

全熱交換器

ファンコイルユニット

吹出口・吸込口

自動制御機器

冷温水発生機

バタフライ弁

小口径桝

ガス集合装置

ガスコック類

排水金物類

瞬間湯沸器

衛生陶器類

厨房機器

消火栓箱

防振継手

給湯器

製缶類

空調機：エアコン

エアハン

冷却塔

排煙機

浄化槽

換気扇

送風機

ボイラ

量水器

タンク

ポンプ

銅管

鉛管

機　材　名 製　　造　　業　　者

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する

場合には、建築課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

適用

パッケージ型空調機

空気調和機

冷温熱源機

排煙機

放熱器

配管材料

排煙方式

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

　
冷
 
房
 
設
 
備

　
　
排
　
煙
　
設
　
備

油配管

屋内配管：ビニルライニング鋼管 VA、ポリ粉体ライニング鋼管 PA

床置型、天井吊型、天井埋込型、壁掛型

：SUS304溶接鋼管、圧力配管用炭素鋼鋼管 (黒)

ファンコイルユニット、ファンコンベクタ、コンベクタ、ベースボードヒータ

　　　　　　　　

ドレン排水配管：硬質塩化ビニル管 VP

冷媒配管：脱酸銅管Ｌ、断熱材被覆銅管

冷却水管：ビニルライニング鋼管 VA、ポリ粉体ライニング鋼管 PA

冷温水管：水道用亜鉛めっき鋼管、耐熱性ビニルライニング鋼管

鋳鉄製ボイラー、鋼製ボイラー

( ターボ・スクリュー・遠心・吸収 )冷凍機

水冷チリングユニット、空冷式ヒートポンプチラーユニット

直だき吸収式冷温水発生機(二重効用)、

　　　　手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

　　　　　　　　　　　↓

Ｂ方式＝煙感知器 → 中継器

Ａ方式＝手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

12

10

給湯ボイラ

配管材料

保温工事

処理方式

処理水質

その他

送風機

ダクト

機器

施工

保温

容量

構造

熱源

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

９
　
換
　
 
気
　
 
設
 
　
備

８
　
し
尿
浄
化
槽
設
備

機器リストによる。

空調換気扇の外気側給排気ダクトは、保温すること。

送風機据付については、防音、防振に注意して施工のこと。

換気扇、全熱交換器

別紙特記仕様書による。

地上式・地下式・半地下式 (　　　)製

接触瀑気式･長時間瀑気式･          式 

保温

Ａ重油、灯油、ＬＰガス、都市ガス(13A)、電気

電気温水器、LPG給湯器

鋳鉄製セクショナルボイラ、鋼製ボイラ、ガス炊きボイラ

７
　
給
　
 
湯
　
 設
　
 
備

工事範囲及び説明

消火ポンプ

消火充水槽

配管材料

消火栓箱

消火水槽６
　
消
　
　
火
　
　
設
　
　
備

屋内配管

屋外配管

その他

屋内天井・PS配管は、保温すること。

：塩化ビニルﾗｲﾆﾝｸ゙鋼管　VLP-VA

　　　　　　　ポリエチレン被覆鋼管 SGP-PS・STPG-PS(圧力用)

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、（専用・受水槽兼用）

：ビニル被覆鋼管 SGP-VS・STPG-VS(圧力用)

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3

屋内埋設配管：ビニル被覆鋼管 SGP-VS・STPG-VS(圧力用)

　　　　　　　ポリエチレン被覆鋼管 SGP-PS・STPG-PS(圧力用)

消火栓箱参考図による。

口径(　80ｘ60　)mmφｘ（　720　）L/minｘ(　66　)ｍＨｘ(　15　)ｋＷ

屋内配管

屋外配管

工事範囲及び説明

工事範囲及び説明

試験

ガス計量器

ガスの種別

配管材料

負担金等

衛生器具

５
　
ガ
　
　
ス
　
　
設
　
　
備 都市ガス(13A)、プロパンガス

：配管用炭素鋼鋼管 (白)、フレキ管（SUS）

樹脂被覆ボールバルブとする。

埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、合成樹脂被覆メカ継手、サービスコックは合成

：配管用炭素鋼鋼管 (白)

気密試験後、点火試験を行い燃焼の確認、機器調整を行う。

貸与、本工事

要、不要

請負人は、工事別の業者間で互いに連絡をとり、定期的に協議会を行い、工事施工上の調整を

横水栓を取り付ける。

４
　
衛
 
生
 器
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設
 
備

２
　
給
　
　
水
　
　
設
　
　
備

１
　
受
　
　
水
　
　
設
　
　
備
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   作成・登録

18 安 全 対 策

竣工時に竣工図を作成し、　　部焼付製本の上、原図共提出する。４ 竣   工   図

８ 機器材料等

15 発生材の処理 引渡を要するもの:

画書を提出し、承諾を得ること。

口部補強は建築工事とするも、事前に施工図を作成し、監督職員、建築工事業者承認の上とする。

14 産業廃棄物

13 公 害 対 策

を提出すること。なお、責任施工のものは、請負契約者、施工下請業者、材料製造所連名書と

産物適正処理推進要綱等の関係法令に準じ的確に処理することとし、事前に監督職員に施工計

請負人は、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副

コンクリート部分の梁・壁・床の貫通部補強及び仕上部分の軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開

その機能を低下せしめてはならない。

施工に際し、既設内容、取合いをよく調査すると共に既存施設の担当者と十分協議を行い、

各種下請業者、製造所等県内で供給できるものについては、極力県内業者を選定する。

する。

　 の処理等

12 既存設備関係

11 下請業者の選

10 建築工事との

工事着手前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講ずること。

　 定等

　 取合い

７ 技   能   士

６ 技 術 管 理

する。ただし、同等品以上とする場合は監督職員の承諾をうける。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書及びその写し各一部

機器材料等は極力県内産品を選定することとし、製品等は特記されたものまたは同等品以上と

９ 検査合格書等

５ 工 事 写 真

適用工事種別　　　・配管施工：１級　　　　　　　　　　　・熱絶縁施工：１級

完成写真の撮影場所は監督職員の指示による。工事写真は全て工事写真帳に貼り付け提出する。

に建築主体工事、電気設備工事、その他関連工事についてその施工者と綿密な連絡をとり全工

事に支障なき様施工する。

請負人は、建設業法で定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し、技術管理に当ると共

月末報告用２3・6・10ｶﾗー･ｻーﾋ゙ｽ定期提出

16・10・20ｶﾗー･ｻーﾋ゙ｽ完成時

必要に応じ１ｶﾗー･ｻーﾋ゙ｽ工事中

１6・10・20ｶﾗー･ｻーﾋ゙ｽ着工前 状況によりつなぎ写真

備　　　　考撮影枚数 部数(ネガ1枚に付)分類・規格区　　分

写真撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」に準ずる。

ずること。また、施設運営についても、担当者と協議を行い支障なき様に努めること。

規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号　　・設けない

　　　衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等監督職員の指示による。

   所

17 監督職員事務

　 管理義務者 機械設備工事　）の請負人を指名する。

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、（　建築工事　電気設備工事　

ると共に、近隣家屋に騒音、振動等公害発生のなき様留意し、全般に支障なき様万全の策を講

工事車輌の出入りについては、危険防止に努めること。又、必要に応じて交通整理員を配置す

備品　机、いす、書棚、黒板、製図板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、請負者加入電話の子機、

請負人は工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を工事目的物に付するものとする。

19 統括安全衛生

16 保   険   等

　　　　　　　　　・冷凍・空気調和機施工：１級　　　　　・建築板金施工

密にすること。

図ること。また、工事区分の取合について図示あるも、施工時に必要に応じ協議を行い連絡を

20 別途工事との

　 連絡協議

　取付ける。

ワ　配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

ル　機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

チ　空気調和設備における仕切弁については、65Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

カ　保温工事については、滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

ヌ　機械設備工事内で電気設備を含む場合には、別途電気設備工事に全て準ずる。

23 工事カルテの

26 施工上の留意

　 事項等

に、保管数量についても作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。　 保管管理

　 等

22 フロンの回収 冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、メーカー等によりフロンガスを全量回収

し、大気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、

工法を用いないこと。

21 シンナー等の シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止すると共

要、不要

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ

口径(50x40)mmφ×(30)ｍＨ×(1.52x2)ｋＷ

屋外配管：硬質塩化ビニル管 HIVP･VP、ビニルライニング鋼管 VA

　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PD

直圧式、加圧式、重力式

　　　　　　　ポリ粉体ライニング鋼管 PD

貸与、本工事

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（0.6・1.0・1.5）G

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（1.0・1.5・2.0）G

施工は標準図による。
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適用項目

に従う。

施工に際し、施工手引き書である機械設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木部建築課）

ロ　必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て請負人の負担とする。

　
　 ックリスト

２ 施工監理指針

１ 施 工 基 準 イ　本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面　　葉及び共仕によ

　　その指示に従い施工する。

ニ　その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

３ 施工監理チェ

　　り完全に施工する。なお、上記相互間に相違のある場合の優先順位は記載の順序とする。

ハ　本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、

工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

計

別途工事

　　仕様書　（以下、「共仕」という。）、同標準図の平成31年版による。

No 名　　　　称 構　造 階　数 延面積（㎡） 棟数 備　　考

建
　
　
物
　
　
概
　
　
要

２．項目は、○印の付いたものを適用する。

備工事

仕様書

機械設 １．図面及び仕様書に記載されていない事項は、すべて、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修機械設備工事共通

No 工事種目

１

６

８

10

13

３

４

５

７

９

11

12

２

適用 備　　　　考

※該当工事には適用欄に○印を附す。

新設

工　　　種

改修増設

受水設備

給水設備

ガス設備

消火設備

給湯設備

換気設備

排煙設備

暖房設備

冷房設備

衛生器具設備

排水通気設備

空気調和設備

厨房設備

○

工事名称

工事場所

工事概要説明

　　　　　　　　

脱酸銅管Ｍ、ステンレス管、耐熱ビニルライニング鋼管

：水道用ポリエチレン二槽管　1種

アルミフレキダクト

室内隠蔽部・PS内はGW20mmｶﾗーﾈｯﾄ仕上げ

架橋ﾎ゚ﾘｴﾁﾚﾝ管

　　　　　　　　ﾒーｶー標準品

HI継手　　　架橋ﾎ゚ﾘｴﾁﾚﾝ管用専用継手

空気清浄機

特　　　記　　　事　　　項 種目 適用 項　　目 特　　　記　　　事　　　項

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修機械設備工事施工監理指針（最新年版）に準ずる

　
暖
　
房
　
設
　
備

11 横井機販

ノーリツ パーパスリンナイ

15 融雪装置設備

　
融
　
雪
　
装
　
置
　
設
 
備

15
工事範囲及び説明

配管材料

タカラ クリナップサンウェーブ

スパイラルダクト

5

空冷ヒートポンプエアコン

ダイキン工業東芝 三菱電機

木村工機 ダイキン工業

アズビル

33 廃棄物の処理

○ ○

本工事はバルク供給設備からガス給湯器へのガス供給を行う。

EHP・GHP

トーフレ

トーゼン

除湿機

加湿器

矢崎

ピーエス工業

ダイキン工業

32 防露被覆工事 1、共通仕様書による。

2、ダクトの既設チャンバー再取付には、既設の仕様（ロール巻き24K+カラーネット）とする。

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

工事期間

３ CADデータ共

請負人は、工事実績情報(CORINS)の登録を行い、(財)日本建築情報総合センター発行の

ルテ受領書」の写しを提出すること。

   防止措置

請負人は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を順守する旨を記載した施工計画書を

提出し徹底を図ること。

　 過積載の

請負人は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとする。また、現場

において不法無線局を搭載していると疑わしい車両を確認したときは、速やかに監督職員にその

旨を報告する。

 車両の電波

 法の遵守

　 工事関係

また、処分後、マニフェスト等の処分完了書類を提出し監督員の確認を得ること。
許可を得た業者（メーカーへの依頼が望ましい）が処理を行うこと。

ｱﾛーｴーｽの撤去に際し、臭化リチウムの収集運搬から処分またはリサイクルに至るまで、

の確保等に関する法律（平成13年法律代64号）の対象になっているものは、同法の定めに従って行う

4、冷媒の回収方法及び放出を防止する装置は、特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施

3、産業廃棄物の処理は、収集から最終処分までをマニフェスト交付を経て適正に処理する。

発生材は、金属、樹脂、保温材、その他（コンクリート破片等）に分けて分別収集する。2、

「工事カ

1、

 　法の遵守 の実施に関する指針を遵守し施工すること

　　料金等

施工にあたっては、本工事にかかわる関係官公庁に関する一切の申請・協議書類作成ならびに、

手続きを遅滞なく行うこと。また、それに必要な費用はすべて請負者の負担とする。

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し

日まで原則として請負人の負担とする。

イ　「配置予定技術者等届」を入札後、契約担当課まで提出すること。

ホ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。

「公共工事の入札および契約の適正化の促進に関する法律」の徹底を図り、適正な施工体制を確

ロ　現場代理人および主任(監理)技術者と請負人との直接的な雇用関係を確認できるもの（社会

　　保険、雇用保険の写し等）を添付すること。

ニ　現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。ただし、工事準備等の行為を含

　　め工事現場が不稼動であることが明確である期間については常駐の必要がないが、現場のパ

　　トロールの実施と常に緊急時には速やかに対応できる体制を確保しなければならない。

長浜市の発注する建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について

(「不当介入に関する通報制度」の徹底について)

設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更及び追加工事について

は、請負金額の増減対象としない。

１．請負者(請負人又は受注者)は、暴力団員等（暴力団の構成員及び暴力団関係者、その他市発

　　注工事等に対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入（不当な要

　　求又は業務の妨害）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があっ

　　た時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

２．請負者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書（別紙様式

　　１号）により所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。

　　また、請負者は、以上のことについて、下請負人（再委託の協力者を含む）に対して、十分

　　に指導を行うものとする。

３．請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた

　　場合は、監督職員と協議するものとする。

「産業廃棄物収集運搬車」の表示及び書面備え付け確認のため、証拠写真を提出すること。

本工事については「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律(建設ﾘｻｲｸﾙ法)」および滋賀県

保するため、現場代理人および主任(監理）技術者と請負人との直接的な雇用関係の確認を行う。

ハ　専任の主任技術者および監理技術者は、入札執行日以前、３箇月以上の雇用関係にあること。

　 建設ﾘｻｲｸﾙ

　 各種届出

　 仮設電力

　 現場代理人

　 運搬車表示

　 軽微な変更

　 不当要求

24

25

27

28

29

30

31

S 1

屋内工事に伴う、養生工事、天井工事、点検口工事は、建築工事の範囲とする。

○

木 之 本 地 区 雪 寒 基 地 　 新 築 工 事

既引込み給水ﾒーﾀー（50）より延長し、受水槽に供給する。

SUS 12

水栓柱を設置し水栓を取付ける。

、ガス用ポリエチレン管・継手(PE）

スプリンクラー設備工事一式をおこなう。

RC 12.8 ；建築工事

：配管用炭素鋼鋼管 (白)

ガス給湯器を設置し、各給湯栓・機器までの設備をおこなう。

各室の1種、3種の換気設備をおこなう。

空調設備一式をおこなう。

ルームクーラー

電気式床暖房

面状発熱体プラヒ－ト 潜熱蓄熱材ヒートバンク+ 方式とする。

ベルテクノ 森松工業

ゼンシン

下田

エバラ

三菱電機

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

木村工機

日立 パナソニック

三菱電機

パナソニック

パナソニック

パナソニック

○

特

記

省エネ法関係書類作成届出は、別途とするが、1、

2、○

消火設備配管用高性能ﾎ゚ﾘｴﾁﾚﾝ管

土中埋設：

土中埋設：

ﾙーﾑｴｱｺﾝ屋外露出冷媒配管は保温化粧ｹーｽを使用する。

（ビル用マルチエアコン）

全熱交換器の運転は、空調連動ｼｽﾃﾑとする。

ダイキン工業

ダイキン工業

ダイキン工業

○

遠赤外線ヒーター

遠赤外線ヒーター インターセントラル

機械浴室には、電気ヒーターを設ける。

（一部、広域型の施設にも供給する。又、その部分系統には精算用のガスﾒーﾀを設ける。）

請負者による変更は本工事内とする。

但し、ｷｯﾁﾝ、手洗い用電気温水器周りは裸管とする。

保温工事は公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編)平成31年版による。

1M 2

木之本地区雪寒基地　新築工事
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保護砂

砕石

ｱｽﾌｧﾙﾄ復旧

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀー切

側溝以降接続延長 （別・融雪工事）

U字側溝貫通
コアー抜き
サヤ管

既設散水栓

（別・融雪工事）
既設埋設管より分岐延長

PP25A
 － 

50Φ50mmx2
SGP白管40A　0.5m

散水栓
同上BOX　B3

T28UNH13

（ダイドレ）

散水栓手前
JIS5K GV20A
ﾊ゙ﾙﾌ゙BOX　B1

（ダイドレ） ※

 －
 P
P2
5A

4,700

水道用ﾎ゚ﾘｴﾁﾚﾝ二層管1種25A

サヤ管

※ コアー抜き

コンクリート製水路貫通

50Φ200mm
2箇所

SGP白管40A1.5m

埋設配管要領図
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